	プラスチック製品製造業


生産は、平成20年10～12月期以降大幅に減少したが、21年４～６月期からは、エコポイント対象商品や新型インフルエンザ関連の受注が好調なことなどにより、減少幅が概ね縮小している。ただ、堅調な分野は、上記の効果などによるところが大きいとみられ、先行きに関しては強気の見方はみられない。
業界の概要
プラスチック製品は、プラスチックを用いて、押出成形機、射出成形機などの各種成形機により成形された製品である。用途としては、機械器具等の部品、日用雑貨、容器、建設材料、包装資材など多岐にわたる。
平成20年における大阪府内「プラスチック製品製造業（別掲を除く）」は、1,955事業所で、従業者数は34,580人、製造品出荷額等で7,418億円である（大阪府統計課『大阪の工業』速報、従業者４人以上）。全国に占める割合は、それぞれ12.2％、7.7％、6.2％である（経済産業省『工業統計表』速報、従業者４人以上）。
生産は減少幅が縮小
プラスチック製品の生産量は、平成19年までは増加基調にあったが、20年に入って緩やかに減少し始め、20年10～12月期以降は大幅な減少となった。21年１～３月期は、前年同期比24.0％減にまで落ち込み、特に、輸送機械用部品などの減少率は大きかった。ただ、４～６月期以降は減少幅が概ね縮小している。
生産の改善にはばらつき
４～６月期以降の生産の改善の度合いは、需要分野によって異なる。自動車部品は、受注先が内製化を進めたために、関連の受注がなくなる企業がみられるなど落ち込みが激しかったが、４～６月期以降、生産の減少幅は急速に改善している。一方、落ち込みが比較的小さかった日用品・雑貨の改善は緩やかである。建材は、自動車部品程には減少しなかったが、従来から弱含みであり、４～６月期以降も底ばいの状況である。
一方で、エコポイント対象の家電部品に関しては、21年４月以降、受注が前年同期比で２～３割増という企業もみられる。また、新型インフルエンザの影響から、空気清浄機部品の受注も増加しており、医薬品の容器の受注についても好調である。このように、生産回復の度合いは需要分野によってばらつきがみられる。
収益は悪化したが、一部では改善
原材料のペレットなどの価格は20年秋まで上昇したが、製品価格への転嫁が遅れた企業や、半分程度の転嫁にとどまった企業がみられる。原材料価格は、一時期低下したが、21年夏以降再び上昇している。
このため、生産量の減少も相まって、収益が悪化した企業が多く、赤字になった企業もある。ただし、エコポイント対象家電部品や新型インフルエンザ対応製品の部品の受注により収益が改善した企業もみられる。
雇用維持に努力
受注の減少に対して、各企業は工場の操業日を減らし、賞与を減額するなど人件費を抑制した。一方で、雇用の維持に努め、工場稼働率の低下に合わせて、生産ラインを多品種少量生産に向いたセル生産方式へと変更した企業もみられた。このところ受注が回復している企業では、休日出勤により増産に対応しているが、一部ではパートを増やす動きもみられる。
設備投資には慎重
設備の稼働率は依然として低く、また、受注の増加がエコポイントや新型インフルエンザなどの一時的な要因に基づくとの考えから、設備投資には慎重である。ただ、医薬品や食品メーカーから容器を受注する企業では、受注先から製品の衛生面の要求水準が上がっていることから、クリーンルームを広げるなど生産システムの高度化のための設備投資を増やしている。
また、機械部品を生産する企業でも、国内での設備投資は抑制する一方で、海外工場では生産能力増強投資を行なうなどの動きがみられる。
今後の見通し
急激な受注の減少は収まり、生産は概ね回復に向っている。しかし、堅調な回復を示す分野はエコポイントや新型インフルエンザによるところが大きいとみられ、先行きに関しては強気の見方はみられない。

こうした状況の下で、固定費の上昇を抑制しつつ、中長期的な視点の下に、生産効率の改善や、製品の不良品率の低下、品質向上によって競争力を強化しようとしている。
（町田　光弘）
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平成18年 6,408,434 766,572 468,235 216,175 301,286 820,628 291,113

19年 6,411,481 781,359 485,021 213,656 293,047 858,897 302,060

20年 6,092,653 753,196 473,510 202,492 280,642 836,268 285,224

21年 1～3月 1,159,400 117,564 70,598 35,129 60,296 184,774 62,330

4～6月 1,319,029 131,044 78,510 39,577 65,193 233,920 62,794

７月 482,619 51,458 32,332 14,241 21,078 83,973 20,471

８月 421,349 43,909 26,803 12,855 19,304 70,182 18,160

平成18年 4.5 5.3 9.5 -0.7 22.2 11.4 3.0

19年 0.0 1.9 3.6 -1.2 -2.7 4.7 3.8

20年 -5.0 -3.6 -2.4 -5.2 -4.2 -2.6 -5.6

21年 1～3月 -24.0 -41.4 -44.8 -32.8 -13.2 -3.5 -12.7

4～6月 -15.4 -31.7 -35.0 -23.0 -11.6 1.2 -12.1

７月 -11.2 -24.4 -25.2 -19.8 -11.2 4.6 -15.1

８月 -11.3 -22.3 -22.6 -19.4 -10.0 -7.5 -12.4

資料：経済産業省『プラスチック製品統計』

（注）常用従業者40人以上の事業所。

総合計

プラスチック製品生産数量の推移（全国）
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